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 組織
人財開発専門委員会は発足当時、7社8名、事務局3名の体

制でした。会員参加社数、委員・事務局人数の推移を図1に
示します。参加社、委員数とも増加を続けています。委員
会の成長を想定して最初からワーキンググループ（WG）
を設定し、機能別に活動できる体制を構築しました。

図1　人財開発専門委員会委員数・会員社数推移

活動テーマ
委員会発足前のプロジェクトのときから「学生に来ても

らうのではなく、会いに行く」をコンセプトに、大学訪問
イベント、学会シンポジウムを企画、開催してきました。
その際に継続することを念頭に会員企業が参加申し込みす
る際の帳票、ポスター、プログラムを整備しました。これ
らは現在でも継続しています。事務処理の安定稼働により
大学数増、シンポジウム数増への対応ができました。

学会活動
（1）応用物理学会
2017年9月学生啓発プロジェクト（後に大学プロジェクト
に改名）発起人として事務局メンバーと会場である福岡国
際会議場へ事前見学に行きました。SEAJ は学会とのイベ
ント連携経験はなく、シンポジウムがどのようなスタイル
で開催されているのかイメージを持っていなかったためで
す。そこで応用物理学会界面ナノ電子化学研究会の立上げ
からの経験を活かし、先ずは現地を観て、その後可能性を

人財開発専門委員会は2021年7月に発足した専門委員会です。委員会発足前の大学プロジェクト活動内容に
ついては、2020年の SEAJ Journal 1）に投稿しました。今回は専門委員会発足から5年間の活動、特に学会と
の活動にフォーカスして解説します。

表1　就活生必見！シリーズ 基調講演
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探ることにしました。大相撲九州場所も開催される会場は
盛況で、シンポジウムにも数百名の参加が確認できました。
学会事務局との間には界面ナノ電子化学研究会との交流

があった同じ応用物理学会の産学協働研究会（現インダス
トリアルチャプター）の株式会社湧志創造 堂免恵代表取締
役（元株式会社富士通研究所）、横浜国立大学 為近恵美教
授（元日本電信電話株式会社）が参加、産学で連携すると
いう同じ方向性の関係者が協力し、2018年春に SEAJ とし
て初めてのシンポジウムを開催することができました。こ
の体制は現在でも継続し「就活生必見！」と題した本シン
ポジウムはこの秋まで13回開催しています（表1）。「車は半
導体でできている」「私は応物で就職を決めました」のよう
なタイトルで業界の雰囲気を伝えるイベント作りをしてい
ます。コロナの期間中もリモートで開催しました。現在は
ランチョンとのセットでシンポジウムのさらなる活性化を
図り、学生のみなさんと双方向コミュニケーションを推進
しています。この部分にはキオクシア株式会社吉水康人参
事（EmotionX 株式会社代表取締役CEO）の参加が大きかっ
たと感じています。このような経緯から毎回200名の参加が
ある応用物理学会恒例のシンポジウムとなりました。

（2）精密工学会
応用物理学会では業界研究のシンポジウムを開催してい

ますが、精密工学会では SEAJ 会員企業の技術者が半導体
製造プロセスを装置技術と合わせて講演するスタイルのシ
ンポジウムとしました。2024年秋、第1回（岡山大）を開催、
半導体前工程のプログラム（図2-1）には約200名の聴講が
あり盛況でした。第２回（千葉工大）を2025年春に開催（図
2-2）、後工程中心とした内容にも同様に200名が参加、関心
の高さを伺うことができました。
このようなスタートができたことには主に3つの理由があ

ります。1）精密工学会と SEAJ 人財開発専門委員会の関係
者が初めて面会したのは2024年4月、そこからコンテンツの
検討をしていたのでは9月のシンポジウム開催に間に合いま
せん。SEAJ は福岡半導体リスキリングセンター2）において
2023年から半導体製造装置講座の講師を担当していたこと
から、このプログラムをアレンジし短期間にシンポジウム
開催につなげました。2）この経験だけではなく、調整役の
貢献がありました。株式会社 character 長谷川功宏代表取
締役（元株式会社東芝）の参加です。SEAJ 人財開発専門
委員会として学会との連携には業界をよく知り学術にも精

図2-1　精密工学会2024秋ポスター 図2-2　精密工学会2025春ポスター
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通した調整役の存在が重要であると再認識しました。3）さ
らにシンポジウム講演者と参加者をインタラクティブに交
流できるよう slido というインターネットツールを利用して
いることも盛会に一役買っています。
精密工学会のシンポジウムは9月に第3回を開催しまし

た3）。これまでの2回は前述のように SEAJ から半導体製造
装置の内容を講演しましたが、今回は精密工学会から半導
体に関連する研究の講演としてシーズが紹介されました。
今後交互に主催することを検討しており、継続的なイベン
トに発展するものと思っています。

今後の展開
人財開発専門委員会のメンバーの会社での業務を図3に示

します。これまで大学や学会のイベントを企画やマーケティ
ング関係者が中心になって進めてきました。採用に関係す
る内容のため人事関係者も増えてきました。そこで人事関
係者の活躍の場を作るべく人事プロジェクトを立ち上げま
した。人事に関する各社の取り組みの紹介や相談をするミー
ティング、イベントを開催します。このように委員の情報
交換、成長の場になり、入りたいと思ってもらえる専門委
員会にしたいと活動を継続しています。

図3　人財開発専門委員の会社業務
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